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4.調査結果

本 調 査 は ， 調 査 ボ ー リ ン グ 1孔 と 現 場 透 水 試 験 1回 と 乱 れ の 少 な い

土 試 料 採 取 1本 お よ び 室 内 土 質 試 験 3試 料 を 実 施 し た 。 各 調 査 結 果 を

以 下 に 示 す 。  

4.1 調 査 ボ ー リ ン グ 結 果

調 査 ボ ー リ ン グ は ， 図 4.1 調 査 位 置 平 面 図 に 示 す 地 点 で 実 施 し た 。

な お 詳 細 は ， 巻 末 の ボ ー リ ン グ 柱 状 図 の 通 り で あ る 。  

標 高 と 座 標 お よ び 実 施 数 量 を 下 表 に 示 す 。

表 4.1 標 高 と 座 標 お よ び 実 施 数 量

調 査 ボ ー リ ン グ 結 果 よ り ， 地 盤 構 成 と 各 土 層 の 層 相 お よ び Ｎ 値 特

性 に つ い て 簡 単 に 記 述 す る 。 な お 土 の 相 対 密 度 と 土 の 相 対 稠 度 は ，

下 表 に 従 っ た 。  

表 4.2 土 の 相 対 密 度 (Terzaghi and Peck) 

 

 

 

注 )鉄 筋 は φ 13mm 
「地盤工学会：地盤調査の方法と解説 P305」より 

表 4.3 土 の 相 対 稠 度 (Terzaghi and Peck) 

「地盤工学会：地盤調査の方法と解説 P308」より 

Ｎ値

0～4 非常に緩い(very loose) 鉄筋が容易に手で貫入

4～10 緩　　　い(loose) ショベル(スコップ)で掘削可能

10～30 中　位　の(medium) 鉄筋を 5 ポンドハンマで打込み容易

30～50 密　　　な(dense) 同上，30 cm程度貫入

50～ 非常に密な(very dense)
同上，5 ～ 6 cm貫入，掘削につるは
しが必要，打込み時に金属音

相対密度 現場判別法

0 ～ 2 0.0 ～ 24.5 非常に軟らかい

2 ～  4 24.5 ～  49.1 軟 ら か い

4 ～  8 49.1 ～  98.1 中 位 の

8 ～ 15 98.1 ～ 196.2 硬 い

15 ～ 30 196.2 ～ 392.4 非 常 に 硬 い

30 ～ 392.4 ～ 固 結 し た

Ｎ 値 qu  (kN/m
2
) コンシステンシー

ボーリング
深度L(m)

標準貫入
試験(回)

X=135,195.95

Y=135,854.39
14.84No.1 4848.0

実 施 数 量
孔　番

標　高
H(m)

座　標
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No.1 

標 高 H=14.84m･深 度 dep=48.50m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4 地 盤 構 成  

番号 主な土質
深　度
( m )

層  厚
( m )

Ｎ 値
( 回 )

色 調 相対密度 相対稠度 特　　徴

① 軽 石 混 じ り 砂 0.75 0.75 - 淡白灰
全体に砂は細砂を主体とする。
全体にφ2～10mmの軽石とφ40mm以下の砕石を混入する。
コンクリート片が点在する。

② 礫 混 じ り 砂 1.50 0.75 11 暗灰 中位の
全体に砂は細砂を主体とする。
全体にφ40mm以下の砕石とφ2mm以下の石英を混入する。

③ 粘 土 3.00 1.50 10 淡黄褐 硬い
全体にほぼ均質である。
1.50～1.65m間と1.80～1.90m間に未分解の有機物を混入する。
2.95m付近に細砂をシーム状に挟在する。

④ 細 砂 4.00 1.00 18 黄褐灰 中位の

全体に粒子はほぼ均一である。
全体にφ2mm以下の石英を混入する。
φ2～10mmの亜円礫をわずかに混入する。
3.80～4.00m間にφ2～10mmの亜円礫と軽石を混入する。

⑤ シ ル ト 15.50 11.50 4～20 暗緑灰
軟らかい

～
非常に硬い

未分解の有機物をわずかに混入する。
4.30～4.40m間に細砂を挟在する。
5.70～6.00m間に細砂を2～10mmのシーム状に挟在する。
8.20～8.40m間に細砂を挟在する。
8.65～9.00m間と10.65～10.90m間に細砂を多く混入し砂質シルト
状を呈する。
11.60～11.80m間にφ2～20mmの亜角～亜円礫と細砂および腐木片
を混入する。

⑥
貝 殻 混 じ り
シ ル ト

39.50 24.00 13～48 暗緑灰
硬い
～

固結した

全体に貝殻片を混入する。
17.50～17.80m間,21.60～21.70m間,22.65～22.80m間,27.50
～27.55m間,27.85～27.90m間,30.50～30.55m間,35.50～
35.70m間に細砂を混入し砂混じりシルト状を呈する。
37.65～37.80m間に細砂とφ2～5mmの軽石およびφ2mm以下の石
英で構成される軽石質砂を挟在する。

⑦ 火 山 灰 質 砂 39.90 0.40 - 暗紫灰
全体に砂は細砂を主体とする。
全体に火山灰を多く混入する。
全体にφ2mm以下の石英とφ2～5mmの軽石を混入する。

⑧
貝 殻 混 じ り
砂 質 シ ル ト

41.70 1.80 16～36 暗緑灰
非常に硬い

～
固結した

全体に細砂を多く混入する。
全体に貝殻片を混入する。

⑨ 軽 石 質 砂 42.55 0.85 40 暗灰 密な
全体に砂は細砂を主体とする。
全体にφ2～20mmの軽石を多く混入する。
全体にφ2mm以下の石英とφ2～10mmの亜角礫を混入する。

⑩
貝 殻 混 じ り
砂 質 シ ル ト

48.50 5.95 15～19 暗緑灰
硬い
～

非常に硬い

全体に細砂を多く混入する。
全体に貝殻片を混入する。
44.00～44.70m間にφ2～20mmの軽石をわずかに混入する。
47.50～47.90m間は砂分少なく貝殻混じりシルト状を呈する。
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写 4.1 コ ア 写 真  
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4.2 孔 内 水 位 結 果  

孔 内 水 位 は ， 掘 削 作 業 中 と 掘 削 作 業 後 お よ び 翌 日 の 掘 削 作 業 前 の

ボ ー リ ン グ 孔 を 利 用 し て ， 初 期 水 位 (無 水 )と 泥 水 位 を 測 定 し た 。 な お

孔 内 水 位 の 測 定 は ， 下 図 に 示 す ロ ー プ 式 水 位 計 を 使 用 し 測 定 し た 。  

初 期 水 位 は ， 無 水 に よ る 掘 削 作 業 中 に 水 位 を 確 認 後 に 測 定 し た 。

泥 水 位 は ， 泥 水 を 使 用 し 掘 削 作 業 を 行 い ， 掘 削 作 業 終 了 後 に 泥 水 を

ボ ー リ ン グ 孔 内 の 孔 底 か ら ケ ー シ ン グ 頂 部 ま で 満 た し ， 翌 日 の 掘 削

作 業 前 に 測 定 し た 。 な お 泥 水 を 使 用 し た 掘 削 作 業 は ， 初 期 水 位 確 認

後 に 実 施 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3 地 下 水 が あ る 地 層 モ デ ル 図 (参 考 図 )

図 4.2 ロ ー プ 式 水 位 計 の モ デ ル 図  
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